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平成２１年度 三番瀬再生事業の方向性について（案）（抜粋） 

第１節 干潟・浅海域 

平成２１年度事業の方向性 

事 業 名 事業内容 
（参考）事業の進捗状況 

平成１８年度                    決算額 11,482千円（事業1-1,1-2,5-3の合計） 
事業実施結果 
18年度は、庁内検討グループ検討会を５回開催し、検討会では必要に応じ学識経験者の助言をいただきました。
「干潟的環境形成の検討・試験」及び「淡水導入の検討・試験」については、(1)事例の収集及び課題の整理、(2)
期待される機能、(3)試験(案)の検討等の調査、を実施しました。 
結果の評価 
干潟的環境形成及び淡水導入に向け、期待される機能・効果や試験実施に必要な条件等を整理することができ
ました。 
平成１９年度                                決算見込額 9,055千円  

１ 干潟的環境（干出

域等）形成の検討・

試験 

２ 淡水導入の検討・

試験 

【地域づくり推進

課・検討Ｇ】 

 
実施計画 
現在残る干潟的環境を保全しつつ、三番瀬の多様な環境再生の試みとして干潟的環境(干出域等)形成の試験及
び淡水導入の試験の実施に向けた試験計画の検討を進めます。 
また、検討結果を踏まえて先行的に取り組む試験については、試験の実施に伴う三番瀬の生態系や漁場環境へ
の事前の影響予測等を行います。 
１ 試験計画の検討 
試験箇所や実施時期、規模、方法等及び、順応的管理の取組内容、モニタリング計画等を検討します。 

２ 影響予測等の実施 
試験の実施に伴う周辺環境への影響予測等を行います。 

事業の実施結果・評価 
学識経験者、漁業者、地元住民、環境保護団体等からなる検討委員会を6回、勉強会を1回開催し、干潟的環
境形成及び淡水導入に係る試験計画案、モニタリング計画案を検討しました。 
また、春季の事前環境調査を実施するとともに、試験実施に伴う周辺環境への定性的な影響を検討しました。 
これにより、20年度の試験計画策定に目処が立ちました。 
平成２０年度                  当初予算額 10,000千円（事業1-1,1-2,5-3の合計） 
実施計画 
現在残る干潟的環境を保全しつつ、三番瀬の多様な環境再生を試みるため、試験の目標を明確にしつつ、引き
続き事前環境調査等を実施しながら、干潟的環境（干出域等）形成及び淡水導入の試験計画及びモニタリング計
画を策定します。 
その際、三番瀬再生実現化試験計画等検討委員会の意見を踏まえるとともに、漁業者、関係機関等との協議等
を進めます。 
１ 三番瀬再生実現化試験計画等検討委員会の開催、２ 試験計画及びモニタリング計画の策定 
３ 事前環境調査等の実施（春季・夏季・秋季等）、４ 漁業者、関係機関等との協議等 

（事業計画における５

か年の目標） 

１ 干潟的環境（干出

域等）形成の検討・

試験の実施 

２ 淡水導入の検

討・試験の実施 

 

三番瀬では、埋立てによる干潟の減
少や地盤高の低下による浅海域化の進
行、汽水的な環境の場の減少等、自然
環境が単調化しています。 
 そこで、市川市塩浜２丁目護岸前面
における干潟的環境(干出域等)形成の
試験に向け調整するとともに、他の場
所での干潟的環境（干出域等）形成及
び淡水導入の試験計画の検討を進めま
す。 

事業の進捗状況 
三番瀬再生実現化試験計画等検討委員会を３回開催し、干潟的環境（干出域等）形成及び淡水導入の試験計画
案等について検討を行い、市川塩浜２丁目護岸前面における干潟的環境形成の試験計画案を取りまとめました。 
この試験計画案を６月13日に開催された三番瀬再生会議へ報告したところ、三番瀬評価委員会において試験実
施に伴う周辺環境への影響等について評価を受けるようにとの指示が出され、現在、評価委員会で検討を行って
いるところです。また、夏季の事前環境調査を実施しました。 
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第２節 生態系・鳥類   

平成２１年度事業の方向性 

事 業 名 事業内容 
（参考）事業の進捗状況 

平成１８年度                                 決算額   24,891千円 
事業実施結果 
18年度は、底質調査、底生生物調査については、100地点において季節ごとに計４回、干潟干出域カニ類等生息状
況調査については、干出域が広く出現する６月の大潮の時期に１回行いました。 
結果の評価 
本調査の実施により、三番瀬全体の自然環境の把握に向け、底質及び底生生物等の現状を把握し、また、今回の調
査結果と平成14年度調査、平成７年から８年に実施した補足調査との比較を行うことができました。 
調査結果の評価については、三番瀬評価委員会において、検討いただいているところです。 
平成１９年度                              決算見込額 24,899千円  

２ 三番瀬自然環境
調査事業 
【自然保護課】 
 

実施計画 
１ 三番瀬海生生物現況調査（魚類着底状況） 
魚類の着底状況を把握するため、三番瀬海域及びその周辺の調査地点において月１回着底稚魚を採集し、種の同
定、個体数及び湿重量等の計測を行います。 
２ 三番瀬鳥類生息状況調査 
三番瀬及びその周辺に飛来する鳥類について、生息状況を把握するため、種の同定、個体数、行動状況及び食性
等を調査します。 
・個体数経年調査  ・行動別個体数調査  ・スズガモ及びカワウ食性調査 
事業の実施結果・評価 
（実施結果） 
１ 三番瀬海生生物現況調査（魚類着底状況） 
  三番瀬海域その周辺地点において月１回着底稚魚を採取し、種の同定、個体数及び湿重量等の計測を行い、過去
に実施した調査結果と比較により分布状況等の変動を把握しました。 
２ 三番瀬鳥類生息状況調査 
  三番瀬及びその周辺に飛来する鳥類について、種の同定、個体数、行動状況及び食性等を下記の調査により実施
し、過去の実施した調査結果と比較により変動を把握しました。 
・個体数経年調査  ・行動別個体数調査  ・スズガモ、カワウ食性調査 
（結果の評価） 
 本調査の実施により、三番瀬全体の自然環境の把握に向け、魚類および鳥類等の現状を把握することができました。 
平成２０年度                             当初予算額  22,940千円 
実施計画 
三番瀬再生会議（評価委員会の検討結果に基づく）からの意見を踏まえ、生物とそれを取り巻く環境についての定
期的な調査を行います。 
１ 水環境モニタリング 
３地点において、水温、塩分、クロロフィル、濁度、流向・流速等を、１年間を通じて連続的に計測します。 

２ 深浅測量 
三番瀬の地形について調査を行います。なお、調査にあたっては、音響探査機を用いた測線間隔 50ｍの測量に
加え、ＲＴＫ－ＧＰＳによる標高測定を追加して、精度を向上させて調査します。 

（事業計画における５
か年の目標） 
三番瀬の自然環境
の把握 
 
 
 

三番瀬の自然や生物相について、
中長期の変動を含めた把握・評価を
するとともに、得られた科学的知見
を順応的管理による再生事業の実
施に役立てることが必要です。 
そこで、三番瀬再生会議（評価委
員会の検討結果に基づく）からの意
見を踏まえ、生物とそれを取り巻く
環境についての定期的な調査を行
います。 

事業の進捗状況 
水環境モニタリングについては、６月から実施しています。 
深浅測量については、21年１月から実施する予定です。 
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第２節 生態系・鳥類 

平成２１年度事業の方向性 

事 業 名 事業内容 
（参考）事業の進捗状況 

平成１８年度                               決算額   － 千円 
 
平成１９年度                             当初予算額   － 千円  

３ 生物多様性の回
復のための目標生
物調査事業 
【自然保護課】 実施計画 

目標生物種（動・植物）候補選定のための必要な調査に先立ち、三番瀬にかつて生息していた生物及び現在生息し
ている生物について、既存資料や博物館等の資料により、生息空間ごとに生活史や生息環境条件等を整理します。 
事業の実施結果・評価 
（実施結果） 
 三番瀬再生計画検討会議（円卓会議）時に作成された資料をもとに、三番瀬再生会議の一部メンバーからなる「目
標生物選定に係る勉強会」での意見を踏まえ69種の候補種を選定しました。 
 この生物候補種69種について、三番瀬を７つのエリアに区分し、過去の資料にある昭和50年度以降について、生
物種ごとに、どの区域にどのくらいの数が生息していたかを既存資料及び市川市自然博物館、浦安市郷土博物館への
聞き取り調査等により整理しました。 
（結果の評価） 
 本調査の実施により、69種の生物候補種の生活史を把握することができました。 
平成２０年度                             当初予算額  1,563千円 
実施計画 
 目標生物種(動・植物)候補を選定するとともに、当該生物の生活史、生態系の中での位置付けや生息環境条件等
について、情報や事例を収集した後に、目標生物種の選定を進めます。 

（事業計画における５
か年の目標） 
かつての生物多様
性の回復のための当
面の目標生物種の選
定と再生のための調
査・検討 

生物多様性の回復の度合いを県
民にわかりやすく示すため、当面の
目標として、回復の目安となる生物
種（目標生物種）の選定等を行うこ
とが必要です。 
そこで、２０年度に選定する予定
の目標生物種について、各種検討委
員会等への情報提供を行います。 
 

 

事業の進捗状況 
目標生物候補種の選定のための漁業者等へのヒアリングを行いました。 
また、地元関係者等に対して秋頃にアンケート調査を実施し、目標生物種を決定する予定です。 
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第５節 海と陸との連続性・護岸  

平成２１年度事業の方向性 

事 業 名 事業内容 
（参考）事業の進捗状況 

平成１７・１８年度                           決算額  258,600 千円 
事業実施結果 
17・18年度は、市川市塩浜２丁目の護岸工事（捨石工Ｌ＝100ｍ、うち20ｍ完成形）、モニタリング調査、順
応的管理を実施しました。 
結果の評価 
実施計画で予定された工事内容とモニタリング調査内容を完了させ、良好なモニタリング結果が確認されまし
たが、順応的管理手法の基に、より良い工夫を施した次年度実施計画を策定することができました。 
平成１９年度                             決算見込額  344,000千円  

１ 市川市塩浜護岸

改修事業 

【河川整備課】 

 

実施計画 
生態系にも配慮した高潮防護の護岸改修を進めます。 
 １ 施工位置  市川市塩浜２丁目 
２ 工事延長  Ｌ＝350ｍ 
３ 事業内容 石積緩傾斜堤護岸工事、捨石部分〔１工区〕Ｌ＝230ｍ 〔２工区〕Ｌ＝120ｍ 
 ・モニタリング調査 
18年12月の三番瀬再生会議からの意見を踏まえ、18年度～19年度施工区間等を対象として、護岸工事によ
る影響等を把握するため地形測量、底質、生物、景観、波浪等のモニタリング調査を実施します。 
・順応的管理 
モニタリング調査及び三番瀬自然環境調査の結果等を基に、護岸構造を評価・検討し、より良い工夫を施し
ていきます。 
事業の実施結果・評価 
石積傾斜堤護岸工事（捨石部分 １工区Ｌ＝230ｍ、２工区Ｌ＝120ｍ）、モニタリング調査３回実施、順応的
管理を実施しました。 
護岸工事及びモニタリング調査については、当初予定した内容の工事・調査を実施し、順応的管理手法に基づ
く検証の結果、良好な結果が確認されています。 
平成２０年度                            当初予算額  500,000千円 
実施計画 
生態系にも配慮した高潮防護の護岸改修を進めます。 
１ 施工位置  市川市塩浜２丁目 
２ 工事延長  Ｌ＝716ｍ 
３ 事業内容 
（１）石積緩傾斜堤護岸工事 
捨石部分 Ｌ＝356ｍ＋完成形60ｍ 陸側Ｈ鋼杭 Ｌ＝300ｍ 
（２）モニタリング調査 
三番瀬再生会議（評価委員会の検討結果に基づく）等からの意見を踏まえ、18年度～20年度施工区間等を対象
として、護岸工事による影響等を把握するため地形測量、底質、生物、波浪等のモニタリング調査を実施します。 
（３）緑化試験  護岸緑化のための植物種の選定試験を行います。 
（４）順応的管理 
モニタリング調査及び三番瀬自然環境調査の結果等を基に、護岸構造を評価・検討し、より良い工夫を施して
いきます。 

（事業計画における５

か年の目標） 

老朽化護岸の改修＝

約９００ｍ 

(塩浜２丁目地先) 
 

老朽化が著しい２丁目地先の護岸に
ついては、早急に護岸の安全性を確保
するとともに、海と陸との連続性を取
り戻すことが必要です。 
そこで、生態系に配慮した高潮防護
の護岸改修を進めます。 
護岸の整備にあたっては、耐震対策
を優先して進めます。 

事業の進捗状況 
８月末までに石積緩傾斜堤護岸工事の捨石部分Ｌ＝356ｍが完成し、モニタリング調査を１回実施しました。 
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第５節 海と陸との連続性･護岸 

平成２１年度事業の方向性 

事 業 名 事業内容 
（参考）事業の進捗状況 

平成１８年度                     決算額 11,482千円（事業1-1,1-2,5-3の合計） 
事業実施結果 
１ 庁内検討グループ検討会を５回開催しました。検討会には必要に応じ学識経験者の助言をいただきました。 
２ 「自然再生（湿地再生）事業」について、次の調査を実施しました。 
(1)事例の収集及び課題の整理 
(2)期待される機能、必要な条件 等 
結果の評価 
湿地再生に向け、期待される機能・効果や必要な条件を整理することができました。 
平成１９年度                    決算見込額 9,055千円（事業1-1,1-2,5-3の合計） 

３ 自然再生（湿地
再生）事業 
【地域づくり推進
課・検討Ｇ】 

実施計画 
自然なつながりを回復するための自然再生（湿地再生）について、塩浜護岸の改修や地元市と協議調整を図り
ながら、再生する湿地環境及び規模・構造等を検討し、関係機関等との調整を進めます。 
事業の実施結果・評価 
公開による三番瀬再生実現化試験計画等検討委員会を設置し、検討委員会を６回、勉強会を１回開催し、意見
を聴きました。 
平成２０年度                            当初予算額  － 千円 
実施計画 
市川市塩浜地区の市川市所有地において、検討委員会の検討を踏まえ、塩浜護岸の改修や地元市・関係機関等
との協議調整を図りながら、自然再生（湿地再生）の基本的事項を確定させていきます。 

（事業計画における５
か年の目標） 
自然再生(湿地再
生)の実現に向けた
取組 

現在の三番瀬は、海と陸との変化に
富む自然なつながりが護岸によって断
ち切られています。 
そこで、市川市塩浜地区の市川市所
有地において、検討委員会の検討を踏
まえ、塩浜護岸の改修や地元市・関係
機関等との協議調整を図りながら、自
然再生（湿地再生）の基本設計を進め
ます。 

事業の進捗状況 
市川市から塩浜地区における自然環境学習施設の考え方が示されました。 
三番瀬再生実現化試験計画等検討委員会を３回開催しました。 

 

 


